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関
係

多

田

修

一

、

五
事

と
は
、
唯
識
説
に
お
い
て
相

・
名

・
分
別

・
正
智

・
真
如
に

よ
っ
て

一
切
法
を
五
種
類
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
り
、
『喩
伽
師
地
論
』

等
に
説

か
れ
る
。
こ
の
五
事
が
三
性

(遍
計
所
執
性

・
依
他
起
性

・
円
成

実
性
)

の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
つ
い
て
、
『喩
伽
師
地
論
』
以
来

様
々
な
説
が
あ
っ
た
。
五
事
に

つ
い
て

『成
唯
識
論
』
は
、
三
性
説
に

関
す
る
諸
問
題
を
扱
う
な
か
で
論
じ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
諸
説

の
う

ち

『喩
伽
師
地
論
』
に
よ
る
説
を
基
準
と
し
て
、
他

の
説
を
会
通
し
て

い
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
こ
と
は
、
三
性
と
五
事
と
の
関
係
に
つ
い

て

『成
唯
識
論
』
が
こ
の
よ
う
に
結
論
づ
け
た
と
い
う
こ
と
が
、
ど
の

よ
う
な
理
由
に
も
と
つ
く
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
こ
で
本
研
究

で

は
噛
『
成
唯
識
論
』
に
も
と
つ
く
唯
識
説
に
お
い
て
、
三
性
と
五
事

の

関
係
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
に

つ
い
て
、
基

(六
三
二

～
六
八
二
)

の

『成
唯
識
論
述
記
』

の
解
釈
に
よ
り
な
が
ら
考
察
し
て

い
く
こ
と
と
す
る
。
.

二

、

『成
唯
識
論
』
は
、
三
性
と
五
事
の
関
係

に
つ
い
て
四
通
り

の
説
を

あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は

『成
唯
識
論
述
記
』
の
指
示
に
従
え
ば
、
初

め
が

『喩
伽
師
地
論
』
の
説
、
二
番
目
が

『
弁
中
辺
論
』
の
説
、
三
番

目
が

『
入
榜
伽
経
』
の
説
、
四
番
目
が
世
親

『摂
大
乗
論
釈
』
の
説
と

　
ユ
　

な
る
。
そ
れ
ら
に
お
け
る
、
五
事
の
三
性

へ
の
配
属
な
ら
び
に
五
事

の

指
す
内
容
を
、
『成
唯
識
論
』
や

『成
唯
識
論
述
記
』
の
解
釈
に
も
と

つ
い
て
表
示
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
る

(五
事
の
三
性

へ
の
配
属
に
っ
い

て
は
、
『成
唯
識
論
』
に
お
け
る
説
と
、
そ
の
典
拠
と
さ
れ
た
経
論
の
実
際
の

所
説
は
一
致
し
て
い
る
)
。

三
性
と
五
事
の
関
係
に
四
通
り

の
説
が
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
『成

唯
識
論
』
は
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。

三
性

.
五
事
相
摂
云
何

。
諸
聖
教
説

二
相
摂

一不
定
。

・
:

(中
略
)

・
:
諸

聖

　
　
　

教
中
所
説
五
事
、
文
錐
レ
有

レ異
、
而

義
無
レ
違
。
然
初
所
説
不

二相
雑
乱

一。

こ

の
よ
う

に
、

諸

経

論

の
文

言

に

は
相

違

が
あ

る

が
、

そ

の
意

味

す
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六
二

る
と
こ
ろ
は
異
な
ら
な
い
と
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
初
め
の
説

(『喩
伽

師
地
論
』
の
説
)
に
は
雑
乱
が
な
い
と
述
べ
る
。
ま
ず
、
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
異
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
理
由

は
次
の
通
り
と
考
え
ら
れ
る
。
『成

唯
識
論

』
の
所
説

で
は
四
分
は
す
べ
て
依
他
起
性
と
さ
れ
る
。
こ
の
四

分
は

『
弁
中
辺
論
』
の
説
で
は
相
と
分
別
に
、
『入
樗
伽
経
』

の
説

で

は
分
別
に
、
世
親

『摂
大
乗
論
釈
』
の
説
で
は
名
と
な
る
。
ま
た

『喩

伽
師
地
論
』

の
説
で
は
相

・
名

・
分
別

・
正
智

が
有
為
法
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
相

・
名

・
分
別
に
つ
い
て
は
同

じ
名
称
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
指
す
内
容
が
経
論
に
よ
っ
て
異
な
る
。
ま

た
正
智
と
真
如
に
っ
い
て

は
、
『成
唯
識
論
』
は
常
無
常
門
を
基
本
と
し
な
が
ら
漏
無
漏
門
を
認

〔五
事

の
三
性

へ
の
配
属
〕

〔五
事

の
指
す
内

容
〕
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六
三

め
る
。
し
た
が
っ
て
、
内
容
が
異
な
る
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ

の
よ
う

に
し
た
う
え
で
、
『喩
伽
師
地
論
』
の
説
に
は
雑
乱
が
な
い
と

さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
す
る

『成
唯
識
論
述
記
』
の
解
釈
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

所
執
都
無
、
為

レ顕
レ
非
レ
有
仮
二
説
彼
性

一為
二
五
法
名

一、
謂
但
有

レ
名
無
二
実
体

一故

。

・:

(中

略
)
:
・
唯
遍
計
所
執
相

・
名

二
事
者

、
即
随
二
能
計
依
他
之

心

一、
仮
二
立
所
執

一而
為
二
相

・
名

一。

:
・
(中
略
)

.
:
計
所
執

随
二於
此
名

一

横
計

二於
義

一為
二
実
有

τ
体
、
此
非
二
実
有

一。
於
二
此
非
有
中

一仮
名
為

レ義
者
、

於

二非
義
中

一仮

二立
義
称

一。
:
・

(中
略
)

・
:
樗
伽

・
中
辺
所
説

五
法
、
或

通
二
有

・
無

一、
或
体
実
有

。
遍
計
所
執
仮
亦
通
レ
有

。
喩
伽
等
不

レ然
。
顕
揚

　こ

十
六
説
、
計
所
執
無
、
五
不
レ
摂
故
、
即
五
法
体

唯
是
有
也
。

こ
の
文

は
、
『弁
中
辺
論
』
や

『入
榜
伽
経
』
、
世
親

『摂
大
乗
論
釈
』

所
説
の
五
事
に
お
い
て
遍
計
所
執
性
と
さ
れ
る
も
の
に

つ
い
て
述
べ
た

も
の
で
あ

る
。
『成
唯
識
論
述
記
』
は
こ
の
よ
う
に
、
『弁
中
辺
論
』
に

お
け
る
名
や

『
入
榜
伽
経
』
に
お
け
る
名
・相
、
世
親

『摂
大
乗
論
釈
』

に
お
け

る
義

(相

・
分
別
)
は
、

い
ず
れ
も
無
体
法
を
仮
立

・
仮
説
し

た
も
の
と

す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
『喩
伽
師
地
論
』
等
所
説
の
五
事

は
す
べ
て
有
体
法

で
あ
る
と
す
る
。

こ
う
し
て
、
雑
乱
が
な
い
と
は
、

無
体
法
を
仮
立
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
正
智
と

真
如
に

つ
い
て
、
『成
唯
識
論
』
に
も
と
つ
く
唯
識
説

で
は
漏
無
漏
門

を
認
め
る
も
の
の
、
常
無
常
門
を
基
本
と
す
る
。
三
性
と
五
事
の
関
係

に
つ
い
て

『成
唯
識
論
』
に
あ
げ
ら
れ
た
説
の
う
ち
、
真
如
の
み
を
円

成
実
性
と
す
る
の
は

『喩
伽
師
地
論
』
の
説
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
か

ら
も
、
『喩
伽
師
地
論
』
の
説
が
基
準
と
さ
れ
る
理
由
が
み
ら
れ
る
。

三

、

三
性
と
五
事
と
の
関
係

に
っ
い
て
の
諸
説
を
、
『成
唯
識
論
』
は

『喩

伽
師
地
論
』
の
説
を
基
準
と
し
な
が
ら
他

の
説
を
会
通
し
て
い
る
。
基

は

『成
唯
識
論
述
記
』
に
お
い
て
、
『喩
伽
師

地
論
』
に
お
け
る
五
事

は
み
な
有
体
法
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
説
で
は
無
体
法
を
成
立
し
て
五

事

の
い
ず
れ
か
に
配
当
し
た
の
も
と
す
る
。
こ
れ
が
、
『喩
伽
師
地
論
』

に
は
雑
乱
が
な
い
と
さ
れ
る
理
由
と
な
る
。
さ
ら
に
、
『成
唯
識
論
』
で

は
常
無
常
門
が
基
本
と
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
真
如
の
み
を
円
成
実
性
と

す
る
の
は

『喩
伽
師
地
論
』
に
よ
る
説
だ
け
で
あ
る
。
『成
唯
識
論
』
に

も
と
つ
く
唯
識
説
に
お
い
て
、
三
性
と
五
事

の
関
係
が
、
『喩
伽
師
地

論
』
の
説
を
も
と
に
理
解
さ
れ
る
の
は
、
上
記

の
理
由

に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

1

『成
唯
識
論
述

記
』
巻

九
本

(大
正
四
三

・
五

四
九
上

～
下
)

2

『成
唯
識
論
』
巻

八

(新
導
本

・
巻
八

・
三
五
～
六
頁
、
大
正

三

一
・
四

七
上

)

3

『成
唯
識
論
述

記
』
巻

九
本

(大
正
四
三

・
五

四
九
中

～
下
)

<キ
ー

ワ
ー
ド
>

三
性

、
五
事
、
『成

唯
識
論
述
記
』

(龍
谷
大
学
大
学
院
)
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